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A 現状維持
事業を継続、充実させるために、健康フェスティバルでは運動施設の無料開放とともに、住民の健康づくりへの関心を高め、より積極的
に取り組んでいただくため、日頃の運動不足や健康度を知ることができるように、骨密度計測や血液サラサラ度などの簡易な検査の実
施等新たな取り組みを検討する必要がある。
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健康づくり推進事業

１０万市民の健康を推進する
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市民全体の健康づくり
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事業費計(A)

人件費（Ｂ）

地域に根ざした健康づくりが必要である。健康フェスティバルは、体力育成と自己の健康を見直すよい機会である。
健康については、誰もが関心が深く、楽しく費用をかけずに健康づくりができることは魅力である。

健康の大切さを実感できる機会を提供するとともに、自己の意識改革ができる。

事業は、計画どおり実施した。健康フェスティバルの参加者は固定化しており、楽しみにしていただいているが、今後は、
参加者の増加を図っていくことが必要である。

体験することにより、生活改善・自己改革につながる有効的な取り組みである。誰もが参加できる催しで、健康づくりには
誰もが関心があるので有効的な取り組みであるが、近年は、検診が主体の傾向になりつつある。
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健康づくりの指針となる｢伊賀市健康２１計画｣に基づき、市民の
健康づくり事業に取り組むとともに、食生活にかかる生活習慣の
見直しと啓発に努める。
運動や食生活などに関する正しい知識の習得と疾病予防・介護
予防・健康増進に繋がる。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

1

９月７日健康フェスティバルを開催し、運動施設の無料開放と
健康チェック・若年基本検診・がん検診を実施した。
健康づくり推進委員（健康の駅長）の事業活動支援や食生活
改善推進協議会の活動支援については、健康講話等で支援
を行った。

4
年間運営費
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単位指標設定の考え方

参加者数によって本事業のＰＲの成否を確
認できる。

食生活に関する知識の伝達状況を確認で
きる。、

人
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